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唐露記 

 

１、テキスト 

「場所」「五」の第 2段落の 279 頁 13 行目から同段落 281 頁 3行目「述語面の中に含まれ

て居なければならない。」まで 

 

2. キーワードないしキーセンテンスと考察ないし問い  

キーセンテンス 

「普通には始から主客を対立的に考へ、知るといふことは主観が客観に働くことと考へる

が故に、対立なき対象というものが主観の外に考へられ、概念的なるもののみ主観に於て

あると考えられるのであるが、所謂一般概念とは直覚的なるものの意識面における輪郭で

あり、意味とは之によって起こされるその意識面の種々なる変化である」（280,2〜3；下

線筆者） 

 

考察ないし問い 

 280 頁の内容を図式すると以下のようになっている。 

 

意識面・述語面 

（絶対無） 

一

般

概

念 

判断以前の対

立（矛盾）なき

対象・直覚的

なるもの 

意味の世界・思惟的なる

もの（矛盾のない世界） 

 普通の主客対立を前提とする認識論と

異なり、従来主観の外にあるとされる判

断以前の「対立なき対象」或は「直覚的

なるもの」と、従来主観においてあると

される「一般概念」或は「意味」は、西

田にとって、ことごとく「意識において

内在する」のである。さらに、一般概念

を「直覚的なるものの意識面の輪郭」と

し、意味もそれによって生じると考え

る。図で示されているような構造から、

「直観とは主語面が述語面の中に没入」

し「述語的なるものが主語となる」こと

をどう考えるのか、また「直覚的なるも

のは自己自身に同一的なるものに」とは

どのような意味であるのか。（263 字） 


